
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度行っている主な事業の内容や、今後の実施予

定について紹介させていただきます。興味のある研修

会や、指導の依頼など、お気軽にお問合せください。 

 

●一般研修 

リハビリ関連職種向けに「認知症の生活障害と支援」

について群馬医療福祉大学の山口智晴さんにお話し

いただきます。11 月 11 日(日)、老年病研究所附属

病院での開催です。詳しくは同封のチラシをご覧くだ

さい。皆様の参加をお待ちしています。 

●健康教室・介護予防教室 

介護予防サポーターさん、 

地域の方に向けて開催。 

１月 26 日(土)前橋自動車 

教習所の都丸大悟さんを 

講師にお招きし、高齢者の 

自動車運転に関してお話し 

いただきます。 

●認知症を語るカフェ従事者向け研修 

前年度まで行っていた介護予防サポータースキルア

ップ特別コースに変わり、今年度より行われる事とな

りました。サロンなどでリーダーシップを発揮できる

ような人材の育成を目的としています。認知症予防の

運動（脳活体操）をテーマに、当院の理学療法士を講

師とし実施予定です。 

●実地指導・出張講座 

日頃のケアやリハビリの方法などについてお困りご

とがあれば、直接施設・利用者様の下へリハ専門職が

出向き相談・評価・アドバイスをさせて頂きます。ま

た、職員様のスキルアップへ向けスタッフ様対象とし

た各種講座も行っており、移乗介助のコツや浮腫予防

の体操、誤嚥を防ぐ摂食介助の方法など、ご要望に応

じた幅広いテーマで、講座を開かせて頂いております。

これまでも多くの事業所様でご利用いただいており

平成 30 年度についても、皆様の“困りごと・学びた

い事”がありましたら、是非「実地指導・出張講座」

を御利用下さい。“無料”です!!  

●リハビリ専門職向け研修 

リハビリ職を対象とし、地域で役立つ技術の習得や人

材育成を目的とした研修です。今回はシーティングに

ついて戸田中央リハクリニックの理学療法士、竹内章

朗さんをお招きし、10月 29 日(月)開催予定です。 

 

今年度より 

前橋市からの委託事業がスタートしました！ 

●ピンシャン体操クラブ評価事業 

前橋市オリジナルの介護予防体操「ピンシャン！元気

体操」等を行う自主グループ(市内約 50 箇所)に地域

のリハビリ専門職を派遣し、体力測定などを行ってい

ます。後半に事業についての報告を掲載していますの

でご覧ください。 
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●認知症を語るカフェ 

これまで前橋市との共催としてきた「認知症を語る 

カフェ」ですが、今年度より前橋市からの委託事業と

なりました。月 1 回の頻度で、前橋プラザ元気 21

の 1 階にぎわいホールにて開催しています。お茶を

飲みながら語らい、認知症について困っていることを

専門職に相談することもできます。また、作品作りな

どのレクリエーションなども行っています。認知症に

興味のある方はどなたでも参加可能です。費用は一切

かかりません。お気軽にお立ち寄りください。次回は

10 月 31 日(水)に開催予定です。                     

                   

地域包括ケア構築に向けて 

～リハビリ専門職としての取り組み～ 

前橋では市内を 5 ブロックに分けそれぞれのブロッ

クごとに他職種で行う会議などが始まっています。当

広域支援センターでも、昨年各ブロックからリハビリ

専門職の代表者を選出し、ネットワーク作りのための

話し合いや、ブロック会議への参加、各ブロックの窓

口としての役割をお願いしてきました。また、地域包

括ケアに関する情報や研修会案内などの情報共有の

ためのネットワーク(連絡網)作りをすすめています。

よりよいまち作りのために、活動しやすいしくみを作

って行ければと考えています。 

               文責：上村 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

老年病研究所附属病院の藤井です！ 

前橋市では、オリジナルの介護予防体操「ピンシャン！元気体操」を行う地域

住民主体の自主グループ「ピンシャン体操クラブ」の立ち上げ支援を行ってい

ます。しかし、その効果判定はマンパワーの不足などにより実施出来ずにいま

した。今年度より、広域支援センターでは、リハビリテーション専門職が地域

の介護予防の取り組みを機能強化することを目的とした「地域活動支援事業」

の一環として、前橋市からの委託事業（ピンシャン体操クラブ評価事業）を開

始しています。今回は、ピンシャン体操クラブ評価事業ついて説明します！ 

 

「ピンシャン！元気体操」等を行う自主グルー

プの中で、評価を希望した体操クラブに対し、

理学療法士・作業療法士が出向き、評価（4 種

類の体力測定、アンケートによる健康調査）を

実施します。また、評価結果のフィードバック

や体操についてのアドバイスも行います。評価

を実施するリハ専門職の確保のため、広域支援

センターより市内の支援施設に協力依頼を行い

ました。その後、評価事業についての事前講習

会を開催し、それを受講したリハ専門職を「ピ

ンシャン体操クラブ」へ派遣しています。平成

30 年 6 月から平成 31 年 1 月の間に実施され

る予定です。 

 

 

 

市内の施設に協力を依頼することで、多くのピンシャン

体操クラブの機能強化・継続支援を行うことが可能とな

ったこと、病院や施設のリハ専門職が地域に出る機会を

作ることができたと思います。広域支援センターが行政

（市役所）と地域のリハ専門職（病院や施設）をつなぐ

窓口として機能したことで、多くのリハ専門職が地域の

社会資源や高齢者の現状を把握し、地域住民との信頼関

係を築くきっかけ作りに繋がっています。今後、リハ専

門職には、介護予防の機能強化として、地域ケア会議へ

の参加や多職種との連携も求められていますが、本事業

を通して地域との関わりを持つことで、「地域リハビリテ

ーション活動支援事業」がより円滑に進められるように

なると思われます。 

どんなことをしているの？ どんな役割をしているの？ 



 

 

 

リハビリには、理学療法士(PT)、作業療法士(OT)、

言語聴覚士(ST)の３職種があります。各職種の仕事

内容について、世間一般にはあまり知られていない

かと思います。そこで、今年度の広域支援センター

ニュースでは、各職種の説明と、地域での活動報告

を行っていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理学療法士は、一言でいえば身体機能と動作のプ

ロです。具体的には、病気やけがの回復を促し、対

象者が自立した日常生活を送れるように支援する

役割を担う専門職です。 

理学療法士のできることとして、個々の身体機能

や姿勢、痛みの評価を行い、運動療法や物理療法（温

熱や電気療法等）を用いて、「起き上がり」「立つ」

「歩く」などの日常生活に不可欠な基本動作能力の

獲得や、痛みの軽減、正しい動きの学習を目指しま

す。治療の中では、評価した結果から対象者個人に

あった最適な治療プログラムを提供します。さらに、

社会参加や自立した生活のサポートのため住宅改

修や福祉用具の調整なども行います。近年は生活習

慣予防や転倒予防、介護予防などの病気やけがをす

る前の状態からサポートを行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前橋地域リハビリテーション広域支援センター

では、介護保険サービスをはじめ、保健福祉事業や

市町村が行うリハビリテーション関連事業などに

おいて、高齢者や障害者に対し適切なリハビリテー

ションや介護が提供されるよう、介護福祉施設職

員・訪問看護師・介護支援専門員・ホームヘルパー

など、地域リハビリテーションに関わる機関やそこ

に従事する方に対する支援を行います。 

その中で、理学療法士は「起き上がり」「立つ」「歩

く」といった基本動作の介助方法・対象者の練習の

方法などのお悩み相談や、転倒予防教室の開催を行

ってきました。 

 

 

 

◎スタッフ指導 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リハビリ型デイサービスのスタッフの方から、 

普段の業務で体操やストレッチ、筋トレなどを利用

者様へ正しく指導できているか不安なので、正しい

方法を教えてほしいというご依頼でした。普段のメ

ニューやどのような利用者様がいらっしゃるのか

をお聞きし、安全で効率の良い方法を指導しました。

また歩行介助についてもご質問があり、歩行時の重

心移動の介助を体験していただきました。体操や 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1536324465/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly93d3cuaXJhc3V0b3lhLmNvbS8yMDE1LzA3L2Jsb2ctcG9zdF8zNDQuaHRtbA--/RS=^ADBCwGl88Gq4ILhjoxPgpklyLHs3zY-;_ylt=A2RCA9zvIZFbClsAXCkdOfx7
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1536324566/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly93d3cuaXJhc3V0b3lhLmNvbS8yMDE1LzAzL2Jsb2ctcG9zdF8xODYuaHRtbA--/RS=^ADBVFpCpCLq_Kt2byItqH9weTjAFtE-;_ylt=A2RCL6ZVIpFbEh4AGAEdOfx7


筋トレでも、注意するポイントを正しく理解して行

う必要があり、どのようなポイントがあるかを実際

に体験しながら理解していただくことで、安全で効

果のある練習が提供できると思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎脳卒中後遺症 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

脳卒中後遺症の方が対象で、今回は麻痺した足関

節の拘縮（活動量の低下などにより関節が硬く動か

なくなってしまうこと）が進んできており痛みもあ

るが、歩行練習の方法は現在のままでいいのか心配、

というご相談が、入所する施設の方からありました。 

 

 

 

 

 

 

実際に施設へ伺い、対象者の方の身体機能の評価、

歩行練習場面を評価したところ、拘縮による足の引

きずりや、体重をかけた時の痛みが出ており、歩き

づらさがありました。足の引きずりを予防する装具

の着用も試してみましたが、拘縮が強く適応ではな

かったため、足を出す順番を左右反対にするよう指

導したところ、足の引きずりや痛みの軽減を図るこ

とができ、利用者様や機能訓練士の方が安心して歩

行練習を行えるようになりました。これからも、痛

みが少ない中で積極的に歩く練習を行っていただ

くことで、全身の筋力の維持や循環をよくすること

につながり、対象者の方の健康増進・維持が図るこ

とができると思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前橋地域リハビリテーション広域支援センター

は、前橋地域のリハビリテーションに関する相談や

要望に応え専門職の派遣などを行っています。事業

所職員向けの実地指導や一般向けの講習会など、専

門分野の職員が必要な際にはご相談下さい。 

                                文責：宮澤 

 

 

 

 

 

 

 

前橋地域リハビリテーション広域支援センター 

（老年病研究所附属病院内） 

☎：027－253－5165  

 FAX：027－253－8222 

e-mail：kouikishien@ronenbyo.or.jp 

URL：http://www.ronenbyo.or.jp 
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